
教科 科目（講座名） 対象学年 単位数 教科書 使用教材

国語 現代の国語 全 2
高等学校　新編現
代の国語
（第一学習社）

書いて覚える漢字練習ノート二訂版（京都書房）

学期 月 到達度目標（学習のねらい）
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
る。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるように、根拠の示し方
や説明の仕方を工夫する。

・話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。
・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理解する。
・情報の信頼性や妥当性の吟味の仕方を理解する。

・自分の考えや事柄が的確に伝わるように、根拠の示し方
や説明の仕方を工夫する。
・話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉え、学習課題に
沿って要旨をまとめる。

・文章に含まれる情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。
・自分の考えが伝わるように根拠の示し方を工夫する。
・人生の岐路に関する文章を読み、自分考えを論述する。

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
る。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容
を解釈する。
・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係を理
解する。

・表記・表現の基本ルールを理解する。
・接続表現の種類や用法を理解する。

・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容
を解釈する方法を学ぶ。
・読み手からの助言などを踏まえて、目的に応じて書かれ
ているかを確かめ、書き直す手順を学ぶ。

・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容
を解釈する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す
る。
・本文を読んで働くことに対する考えが深まったかどうかを
進んで振り返り、根拠をあげて説明しようとしている。

・話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。
・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理解する。
・情報の信頼性や妥当性の吟味の仕方を理解する。
・自分の意見を大勢の聞き手にわかりやすく伝えるスピー
チの方法を理解し、実践する。

・文章を分析的に読み、対比構造を用いた論理の展開につ
いて理解する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、文章
の構成や論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章を分析的に読み、具体例を多用した論理の展開につ
いて理解する。

9月

・表記・表現の基本ルールを理解する。
・接続表現の種類や用法を理解する。
・実用的な手紙文として、依頼文と案内文の書き方を理解
し、実践する。
・目的に沿った調査の方法を理解し、実践する。

6月

5月

生活の中の表現 「法律の改正に関わる文章を読み比べる」
「図書委員会のポスターの掲示内容を検討
する」

【対比】「間の感覚」
【具体と抽象】「日本語は世界をこのように
捉える」
【推論】「AIは哲学できるか」

「『未知』はいくらでもある」
「ナマケモノになる」

話して伝える

論理分析

「話し方の工夫」「待遇表現」
「論理的な表現」「情報の探索と選択」
「情報源の明示」

人間の風景

言葉が開く世界

令和４年度　　新川みどり野高校　年間指導計画（シラバス）

単元 学習内容

学習の到達目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考
えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

学科

普通科・福祉教養科

前期

「イースター島になぜ森がないのか」

「『材料科学』のゆくえ」

「スピーチで自分を伝える」
「相手に伝わる案内をする」
「理想の修学旅行をプレゼンする」
「合意形成のための話し合いを行う」

書いて伝える

社会と人間

現代と社会

7月

「十六歳のとき」
「臆病な詩人、街へ出る」

「書き方の基礎レッスン」
「身近な製品の取扱説明書を作成する」

「『弱いロボット』の誕生」
「人はなぜ仕事をするのか」

「言語としてのピクトグラム」
「言葉の海のオノマトペ」

書いて伝える 「実用的な手紙文の書き方」
「地域の魅力を紹介する」
「自校の生徒の生活実態を調査する」
「社会に対する意見文を書く」

話して伝える

4月

新しい出会い



教科 科目（講座名） 対象学年 単位数 教科書 使用教材

国語 言語文化 全 2
高等学校　新編言語文

化(第一学習社) 書いて覚える　漢字練習ノート（京都書房）

学期 月 到達度目標（学習のねらい）
・ものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・登場人物の心情を捉え、説明しようとしている。

・作中のものの見方・考え方を捉え、内容を解釈する。
・表現の技法とその効果を理解する。
・繰り返し音読し、詩のリズムを理解しようとしている。

・作中のものの見方・考え方を捉え、内容を解釈する。
・常用漢字を文章中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・登場人物の心理を粘り強く読み解こうとしている。

・表現の技法とその効果を理解する。
・作中のものの見方や考え方を捉え、内容を解釈する。
・進んで折句を用いて短歌を創作しようとしている。

・作中のものの見方、考え方を捉え、内容を解釈する。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・課題に沿って、調べたことをまとめようとしている。

・古文特有の仮名遣いと言葉に慣れる。
・作中のものの見方や考え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・歴史的仮名遣いの読み方を積極的に理解し、繰り返し
音読しようとしている。

・作中のものの見方・考え方を捉え、内容を解釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・話の面白さや心理描写を積極的に捉えようとしている。

・歌物語の特徴を理解し、内容や展開を的確に捉える。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・作中で和歌の果たす意味を捉えようとしている。

・随筆の特徴を理解し、内容や展開を的確に捉える。
・和歌や俳諧の修辞について、きまりを理解する。
・和歌を現代の言葉で積極的に書き換えようとしている。

・我が国の言語文化についての理解を深めるために、古
典としての漢文を読むことの意義を知る。
・返り点、助字、再読文字の種類と使い方を習得する。
・これからの学習に見通しをもって、漢文訓読の基礎知
識を積極的に身に付けようとしている。

・たとえ話を読み解き、内容や展開を的確に捉える。
・訓読のきまりを理解する。
・故事成語の由来を調べ、工夫してまとめようとしてい
る。

・漢詩のきまりを理解する。
・作中のものの見方・考え方を捉え、内容を解釈する。
・漢詩の読まれた情景や心情を積極的に説明しようとし
ている。

2月

・作中のものの見方・考え方を捉え、内容を解釈する。
・訓読のきまりを理解する。
・寓意を粘り強く読み取り、教訓を説明しようとしている。

寓話・小話

古文の学習、鳩と蟻のこと
一休ばなし

児のそら寝
なよ竹のかぐや姫

伊勢物語

徒然草、方丈記、枕草子
万葉・古今・新古今
〔言語活動〕古典の和歌を現代の言葉
で書き換える
奥の細道

漢文の学習
訓読に親しむ（一）（二）（三）

五十歩百歩、矛盾
狐借虎威
〔言語活動〕 故事成語の由来と意
味を調べる

漢詩のきまり、唐詩の世界
日本の漢詩

両頭蛇、梟逢鳩

物語を楽しむ

随筆を読む
和歌と俳諧

【漢文学編】
漢文入門

故事成語

漢詩の鑑賞

令和４年度　　新川みどり野高校　年間指導計画（シラバス）

学科

普通科・福祉教養科

学習の到達目標

島の少年－船
よろこびの歌

単元 学習内容

・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めている。
・「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他
者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。
・言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもとうとしている。

よだかの星、鏡、わたしはマララ
人形浄瑠璃文楽－三業一体の技
祭りの笛

後期

10月

11月

12月

1月

詩の楽しみ

小説を読む（二）

短歌と俳句

道程、小景異情
六月、I was born

羅生門
ほねとたね

大切の言葉、手毬唄
〔言語活動〕 折句を用いて短歌を作
る

小説を読む（三）
伝統と文化

【日本文学編–古文】
古文入門

古文に親しむ

【日本文学編–近現代】
小説を読む（一）


